










































Arlhroderna vanbreuseghemii　においてはascusの辺縁に生じたdouble membrane sys－
temの骸人により減数分裂後の娘核がdelimitationされる。次いでascusの辺縁に生じたdo－
uble membrane systemのintercistemal　spaceの拡大及びouter membraneの変化により
ascospore cell wallが形成されascospore maturationに至る。その後ascusのcytoplasma
及びcell wallの融解によりevanescent型のascospore dischargeがおこる。






















示唆するものと考えられる。以上の結果よ・り、COnCentric membrane systemは、double me－
mbrane systemの直接の起源ではなく、Golgi体のfunctional equivalentとして、aSCOSpO－
reのcell wal1materialの生成に関与していると考えられた。
〔結　論〕
Arthrodermavanbreuseghemii　においても、他の不整子嚢菌類と同様の過程を経てascosp－
oreは形成される。またこの際に出現するconcentric membrane systemは、Golgi体のfunct－
ional　equivalentとしてascosporeのcell wa11materialの生成、分泌に関与していると考え
られた。
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学位論文審査の結果の要旨
皮膚糸状菌は、従来無性生殖のみを行う不完全菌類として扱われてきたが、そのなかに有性生
殖を行う完全世代が存在することが明らかになり、その分類や系統発生の検討が必要となるとと
もに有性生殖過程の研究が注目されるようになった。
本研究は、日本における自癖の代表的原因菌として知られているTrichophyton mentagro－
Phytesの完全世代のひとつであるArthroderma vanbreuseghemiiのascosporeの形成・成熟過
程を電子顕微鏡を用い形態学並びに組織化学的に追究した。
その結果、aSCOSpOreの形成過程については、aSCuSの辺縁に生じたdouble membrane sy－
stem（DMS）が骸大して境界がつくられ、その後DMSのintercisternal spaceの拡大と外股
の変化によりascosporeの成熟に至ることを観察し、その過程が他の子嚢菌の場合と同様である
ことを示した。さらに本菌においては、不整子嚢菌類特有のevanescent型のascosporeの放出を
認めた。上記の過程にあって、DMSの形成に伴なって出現するLomasome　様膜構造について、
この膜系がDMSの起源であるという考え方が強い。しかし、著者は、この膜系をconcentric
membrane system（CMS）と名付け、その構造の固定剤に対する態度がDMSと異ることから、
CMSがDMSの起源とは考え難いことを示すとともに、CMSの膜系に一致して糖質の集積及
びThiamine pyrophosphatase　の活性が局在することを電顕組織化学的に明らかにした。特に
後者の酵素は、高等生物のGolgi体の指標酵素として知られ、CMSとGolgi体の相同性を強く
示唆した。このことから、CMSはDMSの起源よりも、Golgi体の機能から考えて、aSCOSp－
oreの細胞壁物質の生成に関与するものとの見解を示した。
以上の研究は、白癖菌の有性生殖過程を形態学的に明らかにしたばかりでなく、電顕組織化学
的手法を用いて、従来明確でなかったCMSとDMSとの関係及びCMSの役割について新しい
知見を加えた。
よって、本研究論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める。
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